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モノナノレコトヲ遺憾トスノレ。斯クテ日滴一如ノ精神ヲ輕覗シ、
日満法律’ブロツクノ完成ヲ害スノレコトヲ惧ノレノレモノデアノレ○
　　　　一四　意思表示ノ公示迭達
満洲國民法二依レバ、表意者ガ過失ナクシテ相手方ノ氏名又ハ
所在ヲ知ラザル場合二於テノ・、民事訴訟法ノ公示迭達ノ規定二
從テ、意、愚表示ヲ迭達スノレコトヲ得ノレモノトシタ（満民109）。
此種ノ規定ノ・從前ノ日本民法ニノ・歓ケテ居り、實際ノ事件二於
テハ洵二厄介ナコトデアツタガ、昭和十三年ノ修正二依リテ、
一暦詳細ナル規定ヲ見ノレコトニナツタ（日民97／2）。コノ日本法
ノ登達ハ其一年前ノ満洲國民法ノ進歩二負フトコ・モアツタデ
アラウ。コノ日本法ノ解説ノ・本稿ノ立入ノレトコ・デナイ儲稿民
法嶽論総則篇507頁以下二譲ル）。
一五代 理
満洲國民法中代理二關スノy規定（満民1⑳一）ノ・日本民法ノ
嘗該規定（日民99一）ト殆ンド同一デアリ、唯ダ日本民法ノ規
定ガ用語等ノ精確ヲ歓クモノガアルノデ、之レヲ是正シタルモ
ノガ多イコトハ、特二吾々ノ眼二附クトコ・デアノン。例ヘバ代
理人ノ・L本人ノ名二於テr活動スルモノナルコトヲ明カニシク
ノレ黙（満民119．111．120）ノ・、日本民法ガL本人ノ爲メニスル
コトヲ示シテr云々ト言フニ該常スノレモノデアリ（日民99ユ00）、
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コノ日本民法ノ解響運用ハ杢ク満洲國民法ノ前示明文ノ逓リデ
アノレ。故二日本二於ケノレ學説法、到例法ノ登達ガ、満洲國民法ノ
上二直接二反映シテ居ノγコトヲ、看取スノレコトガ出來ノレ。マタ
日本民法二於テノ・代理権授與行爲ノ観念ガ不明確デアリ、殊二
代理権授典ノ原因關係ト代理椹授與其モノトガ、混交セラレテ
居ノン様二見エノレノヂアノンガ、浦洲國民法二於テノ・或ハL授権rト
云ヒ、或ハL法律行爲二因ノレ代理椹ノ授典「ト云フガ如キ、用
語ヲ以テ代理椹授典行爲ノ観念ヲ明認シ（満民U2豆．116．124）
代理権授與ノ原因關係ト代理権授輿自膿トヲ明カニ’匠別シテ居
ノン。此黙ハ日本民法二L法律行爲ヲ爲スコトノ委託］トカ、L委任
二因ノレ代理人rトカ、L委任二因ノレ代理権ハ委任ノ終了二因リテ
消滅rトカ言ヘノレ用語（日民101皿ユ⑪4ユ11皿）ノ不精確ナノレニ比
スレバ、満洲國民法ノ用語ノ・一段ト精確ニシテ進歩的ノモノト
云フコトガ出來ノレト思フ。是等ノ黙ノ・元ノ・猫逸法學ノ進歩二負
フトコロ多大ナノレモノガアノレノデノ・アノレガ、共レノ・間接的ノコ
トデアッテ、直接ニハ日本法學ノ登逡ガ満洲國民法ノ上二反映
シタモノト言ノ・ナケレノ“ナラヌc
　マタ満洲國民法二依レバ、代理権ヲ有セザノレ者ノ爲シタノレ契
約ノ・、本人ノ追認アノンマデ、相手方二於テ之ヲL撤同rスノンコ
トヲ得ノンモノトシ、而シテ其L撤同1ノ・本人叉ノ・代理人二封シ
テ之ヲ爲スコトヲ要ストシタ（満民130）。目本民法二於テハ
L撤同rト云ハズシテし取消rト稔シテ居ノγ（日民115）。然レ
一五代 理 3玉
ドモ普通二云フ法律行爲ノ取消トハ、既二致力ヲ生ジタノレ法律
行爲二付テノ用語例トナッテ居ノレヵラ、未ダ敷カノ登生ヲ見ザ
ノレ無権代理行爲ガ、將來本入ノ追認二因テ或ノ・其致力ヲ螢生ス
ノンコトアノレ可キコトヲ豫想シテ、其登生ヲ阻止スルノ行爲、帥
チ未來ノ数力ヲ排斥スノレ行爲ヲ呼プ用語トシテノ・、L取消1デノ・
當ラナイヵラ、學者ハ之ヲL撤同「ト呼ンデ居ッタノデアノレ。
満洲民法ノ・コノロ本法學ノ用語例二倣ツテ、日本法文ノ修正論
ヲ暗示シタモノト見ノレコトガ出來ノレ。
　満洲國民洗二依レ・へ第三者二封シテ池人二代理椹ヲ與ヘタ
ノレ旨ヲ表示シタノレ者ノ・、其ノ代理椛ノ範園内二於テ、其ノ池人
ト第三者トノ問二爲シ幻レ法律行爲二付キ、共ノ責二任ズノンコ
ト（満民121本）ノ・、li本民法ト同ジデアノレ（日民109）。但シ
其第三者ガ代理椛ナキコトヲ知ソ叉・・之ヲ知ルコトヲ得ベカソ
シトキノ・、此ノ限二在ラズ（浦民121但）トシタ黙ノ・日本民法
二見ザノン異色ノモノデアノレ。按ズルニ満洲國民法ニノ・L知リ又
ノ・知ノレコトヲ得可カリシトキr云々ノ規定ガ、比較的二多イ。
即チ悪意有過失ノ者ヲ保護セズ、善意無過失ノ：者ヲ保護スノレ精
紳カラデア・ウ。是レ道徳主義ヲ高揚スノン爲メノ立法トモ見ラ
レ得ノレ。然レドモ人ノ意、思歌態ヲ槍討スノレコトノ・容易ノ業デノ・
ナイ。法律ノ運用二不贋ナノレ民族ノ爲メニノ・負澹ガ過重デノ・ア
ノレマイカ。張ヒテ此法律ノ運用ヲ努ムレノぐ、訴訟技術二金段能ナ
ノレ者ガ不當二利得シ、訴訟技術二拙劣ナノレ者ガ不當二損失ヲ蒙
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ノンコトニモナリ、マタ裁到官ノ濁噺二陥ノレ様ナ弊害モ豫想二難
クノ・ナイ。斯クテハ折角ノ道徳主義ノ立法モ、其運用ノ實際二
於テノ・、却テ不道徳行爲二逃道ヲ與フル様ナコトニモナノレ。抽
モ他人二代理権ヲ與ヘザルニモ拘ノ・ラズ、之ヲ典ヘタリト表示
シタノン者ノ責任ノ・、決シテ輕イモノデノ・アノレマイ。共責任ヲ重
ンぜシムノレコトガ、言責代理ノ本則デアノレ（日民109．満民121
本）。然ノレニ相手方（法文ノL第三者r）ガ代理椛ナキコトヲ知レ
ノン悪意者ナノレカ、又ノ・之ヲ知ラザノレ過失者ナノレガ爲メニ、其責任
ヲ冤脱セシムルコトガ果シテ妥當ナリヤ否ヤニ付テノ・多クノ疑
問ヲ威ズノソ次第デアノソ。相手方ノ悪意ナノソ揚合ノ・暫ク措クモ、
其ノ過失ヲ理由トシ入代理権ヲ授與セザノレニ之ヲ授與シタリ
ト虚言ヲ弄シタノン者ノ責任ヲ解放スノレガ如キコトハ、道徳主義
ノ立法トシテモ断ジテ首肯シ得可キ限度デノ・ナイト思フ。即チ
故意ノ欺瞳者ノ責任ガ被欺哺者ノ過失ヲ理由トシテ免除サレノソ
様ナコトノ・、何人ノ道徳観念二於テモ許サノン可キコトデノ・アノソ
マイ。マタ相手方ガ悪意ナリトスルモ、本入ノ授権言明ノ責任
ヲ免除スノレコトノ・、決シプ妥當ノ立法トノ・、1忍ノ・レナイ。蓋シ代
理椹ヲ授典シタリヤ否ヤハ、相手方ノ意識ヨリモ本人ノ意識ノ
方ガ確實デアノン可キ筈デアノン。故二相手方ノ意識ヲ槍討スノレコ
トナクシテ、本人ノ言明ノミニ因リテ、其ノ責任ヲ問ハムトスノγ
日本民法ノ原則ガ正シイモノト言ノ・ナケレバナラヌ。侮テ満洲
國民法二於ケノン言責代理ノ原則二封スル除外例（満民121但）ハ
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甚ダ不當ナモノト思フ。日本法二無理解デアリ乍ラ、敢テ之二
異色ヲ示シタ満洲國民法ノ立法者ノ責任ノ・重イ。
　マタ満洲國民法二依レバ、法律行爲二因り授與セラレタノレ代
理椹ノ・、共ノ授権ノ原因タノレ法律關係ノ終了二因リテ、消滅ス
ノγモノト規定セラレタノンコト（満民124本）へ日本民法ノ規
．定二封シプ異色アノソトコ・デアノレ。日本民法二依レバ、委任二
因ノγ代理椹ノ・委任ノ終了二因ソテ消滅スト規定シテアル（日民
111豆）。即チ代理椹授與ノ原因關係ニハ委任モアレバ、委任以
外ノ關係（例、雇傭、請負、組合等々）モアノソ・其ノ中委任ナ
ノン揚合ノ・最モ多歎カモ知レヌ。然シ委任以外ノ法律關係ヲ原因
トシテ代理椹ヲ授典スノンコトヲ認メザノレガ如キ威ヲ生ぜシメ斯
カノγ誤解ヲ生ぜシムノン嫌アル日本法ノ用僻二徹ノ・ズ、授椹ノー
切ノ原因關係ヲ包含スル様二、概括的ナル用欝二出デタノレ満洲
國民法ノ前示規定ニノ・、自分ノ・完杢二賛成スノント」・デアノン
（拙著民法概論総則篇387頁以下滲照）。
而シテ満洲國民法ノ・其ノ法律關係ノ終了前ト錐モ之ヲ撤同ス
ルコトヲ妨ゲザノンモノトシタ（満民124但）。此規定モ亦タ日本
民法二見ザノγ新規定デアノソ。之ヲL撤同rトハ授権行爲ノ撤同
ト云フ意昧ナノγカ、或ノ・代理椹ノ撤同ト云フ意味ナノレカ、文理
租不明確ナノγ嫌ハアルモ、何レト見ルモ、結果的ニノ・差シタル
相違ノ・ナイ様ダ。故二例ヘバ委任關係ヲ原因トシテ代理椹ヲ授
與シ置キタノン揚合二、委任關係ヲ存置セシメツツ、代理椹ヲ清
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滅セシメントスノγニハ、コノ撤同二族ノレコトヲ得ノンノデアノン。
自分ノ・日本法二於テ之ト同様ナノレ解繹論ヲ唱ヘテ來タ　（前掲拙著
389頁以ド）。共レガ滴洲國民法ノ上二成文化セラレタコトヲ歓プ
モノデアノレ。然シ乍ラ其法文ニハ不備ノ黙モアノン様ダ。無制限
二其撤同ヲ許ストキハ、原因關係二不適正ナル歴迫ヲ加フル弊
モア・ウシ、豫メ撤同権ヲ拠棄スノレコトヲ許スヤ否ヤ、撤同ノ
数力ノ・將來二向テノミ及ピ既往二遡ラザノレモノナリヤ否ヤ、マ
タ原因關係タノレ契約ガ當事者ノ協議ノ結果不成立二終ツタ場合
ニノ・既二授與シタノレ代理権ノ・之ヲ撤同シ得ノレモノナリヤ否ヤ等
ノ問題モ起ノレデア・ウカラ、コノ規定ノ運用ノ・今後ノ日満法曹
二多クノ課題ヲ投ジテ居ノレモノト思ノ・レノレ。
一六無敷及取浩
満洲國民法二於ケノレ無数及取消二關スノレ規定ノ・、日本民法二
於ケノレモノト殆ンド同一デアノレ。日本民法ノ規定ニシテ無用ノ
モノ（日民122但、124皿）　ヲ排除シ（満民！37・138．）、其ノ用
語ノ不當ナノレモノ（日民122本）ヲ是正シタノγコト（満民136．
1371）ノ・女子威ヲ畳ユノレトコロデアノレo
然レドモ特二注意ヲ惹クモノノ・、取消権ノ・追認ヲ爲スコトヲ
得ノン時ヨリー年、法律行爲ノ時ヨリ五年以内二之ヲ行使スノレコ
トヲ要ストシタノレ黙デアノレ（満民141））。円本民法二依レノ“、取
消権ハ追認ヲ爲スコトヲ得ノン時ヨリ、五年問之ヲ行ハザノレトキ
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ノ・時敷二因リテ消滅ス、行爲ノ時ヨリニ十年ヲ経過シタノントキ
亦同ジトアノレ（日民126）。故二満洲國民法二於ケノレ取消権ノ・、
日本民法ノ其レニ比較スノレトキノ・、時問的ニハ著シク短命ノモ
ノトサレノレ。殊二満洲國民法ノ・H本民法二比シ、消滅時数ノ期
問ガー般的ニノ・長期ナノンニモ拘ノ・ラズ、取消権ノ消滅期ノミガ
著シク短期ナノレコトノ・、柳力不調和ノ戚モアノレ。而シテ前示ノ
如ク日本民法ノ五年問ノ・消滅時致デアノレカラ時数ノ咽漸停止等
ノ爲メニ更二延長セラレノレコトモアノレノデアノレ。然ノンニ満洲國
民法二依レバ僅カニー年ノ除斥期間ヲ以テ、取消権ノ行使ノ・不
可能トナノレ。日満民法ガ何故二斯クノ如ク相違セノレ立法主義ヲ
採用シタモノデア・ウカ？　マサカ滴洲國ノ法律生活二特異ノ
事情アリト見タノレガ爲メデモアノンマイ。或ノ唱本民法ノ取消権
ノ・過度二長期ノ保護ヲ受クノレモノナリトノ見解二出デタモノデ
ア・ウカ？詞二懐疑二堪ヘザノレトコ・デアノレ。諸外國ノ立法
例ヲ見ノレモ満洲國二於ケノレガ如キ短期ノモノノ・見當ラナイ。或
ハ取消権ヲ早ク排除シテ、法律關係ヲ早ク安定セシメヨウトス
ノレノガ、立法者ノ意圖デモア・ウ。然レドモ法律行爲取消権ノ行
使二付テ時問的制限ヲ附スノレ思想カラスレバ、法律行爲ノ無致
主張二付テモ向主旨ノ制限ヲ加ヘテ然ノレ可キコトデアノン。然ノレ
ニ後者二付テノ・何等ノ立法ナキニ拘ノ・ラズ、濁リ前者二封シテ
ノミ極端ナノレ時問的制限ヲ加ヘタコトノ・、立法思想二大キナ矛
盾ヲサヘ威ゼラレノレ。抑モ法律行爲ノ無敷主張ヤ取消樺行使ハ
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少歎ノ特殊被害者ヲ保護スル制度デアリ、其レガ爲メニノ・多歎
ノ者二犠牲ヲ排ノ・シムノレ制度デモアノレ。故二共犠牲ヲ減殺スル
コトニ専念スノントキノ・、法律行爲ノ無能力者、蝦疵アノレ意思表
示ヲ爲シタノレ者等ノ被害者ノ保護ノ・、其レ丈ケ稀薄ナモノトナ
ツ入彼等二封シテ法律生活ノ不安ヲ戚ぜシメ、弱者カラ法律
文化ノ悪澤ヲ奪フコト・ナノレモノデアノン。満洲國民法ノ・近代二
於ケノレ法律文化ノ精華トシテ出現シ、而カモ日本民法二振テ日
本民法ノ上二出ツノレ法典トシテ制定セラレタノレ筈ナノレニモ拘ハ
ラズ、斯カノレ不調和ノ規定ヲ見ノレニ及ピテノ・、其前途二封シテ
失望ノ念ヲサヘ催スノデアノレ。或ノ・取引安杢保護ノ見地カラス
レバ、満洲國民法ノ斯規定コソ進歩的ノモノデアリ、近代的ノ
モノデアノント云フ讃融ヲ呈スノレ人モアノレノデアロウ。然シ斯様
ナ、思想カラ出登スノソモノナレノヘ無能力者及ピ暇疵アノン意思表
示ヲ爲シタノン者等ノ弱者保護制度ノ根本二封シテ再槍討ヲ加フ
可キデアノレ。其等ノ根本制度二付テノ・日本法ヲ杢面的二是認シ
置キ乍ラ、最後ノー條二於テ根本制度ヲ抹殺スノレ様ナ立法ヲ爲
スコトノ・、日本法ノ精紳二封スノレ反逆デアノン。例へ・唱本法ノ
下二於テ爲サレタノレ法律行爲ノ取消椹ヲ満洲國法ノ下二於テ行
使スノレトキノ・、爾法ノ問二存スル期問ノ差異ノ爲メニ、法律生
活上ノ相剋摩擦ヲ見ノレ様ナコト・モナリ、日満法律’ブロツクノ
精神ヲ破壊シ、日満問ノ共通的法律生活ノ登達ヲ阻害スノレコト
トモナノレ。斯様ナノγ立法ガ老猫ナノレ欧米人ノ手ユ擦テ行ノ・レタ
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モノデアノレナラバ、其眞意ヲ察知スノンコトモ出來ノレノデアノγガ、
實ハ日本法曹ノ手二依テ行ノ・レタモノデアルト云フ識至リプノ・
全ク唖然タノレモノガアノン。
満洲國民法二依レバ準禁治産者ノ法律行爲ノ・、共ノ法定代理
人二依リテモ取消スコトガ出來ノレノデアノレガ（満民134）、日本
民法二於テノ・準禁治産者ニノ・法定代理人ナノンモノガナク、保佐
人ノ・アノンガ、保佐人ニハ取消椹ガナイ（日民120）。是ノ・満洲國
民法二於ケノン準禁治産者ナノレモノノ・、實ノ・準未成年者トモ爾ス
可キ者二該當スノレモノデアノレカラ（満民9）、此黙ノ・日本民法ト
可ナリ趣ヲ異ニスルノデアノレ。満洲國民法ガ杢面的ニノ・日本法
ノ主義原則ヲ縫受シタノレニモ拘ノ・ラズ、斯様ナ黙二付柔丈ケ殊
更ラニ日本法ト甚ダシク異ナル制度ヲ探用シタノγコトノ、當局
者ノ意圖ノ・奇怪ト云ノ・ザノレヲ得ナイ。
マタ満洲國民法二於プL堰疵アノソ意思表示ヲ爲シタノレ者「ト
シテ法律行爲ノ取消権ヲ有スル者ハ、詐欺又ノ・張迫二因ノレ意、恩
表示ヲ爲シタノレ者ノ外二、錯誤表示者ヲモ包含スルモノデアノレ
（満民134。105）。日本民法デノ・後者ヲ當然無敷ノモノトスノレカ
ラ、其取消ソ必要ハナイ　（日民95）。斯様ナ黙二付プ日満民法問
二異ナノレ原則ヲ探用シ、其共通的法律生活二相剋摩擦ヲ來サシ
ムノレコトノ弊ヲ思料スノントキノ・、日本民法ノー括援用論一日
満法律ブロツク論等ヲ主張スルコトノ機會ヲ有セザリシ者ノ深
ク遺’1戚トスノレトコロデアノンc
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一七條件及期限
　満洲國民法ノ條件及期限二關スノレ規定中、日本民法二於ケノレ
無用叉ノ・無用二近イ規定（日民131－134ユ36）ヲ繊受セザリシ
コト、日本民法二於テ混交セラレタノレ法律行爲ノ始期ト債務ノ
履行期トヲ匪別シテ、前者ヲ総則編二残シ（満民145ユ46）、後
者ヲ債権編二轄シタノレコト（満民375）等ノ・、H本二於ケノレ學
，説法ノ反映ト見ノレ可キモノデア・ウ。
　更二條件ノ成就二因リテ利盆ヲ受クベキ常事者ガ不當二其ノ
條件ヲ成就セシメタノレトキノ・、相手方ノ・其ノ條件ヲ成就セザリ
シモノト看倣スコトヲ得ノレ旨ノ規定（満民144皿）ノ・、其ノ前
項ノ規定ト照合スノレトキノ・當然ノコトデモアノレガ、從前日本民
法ノ敏陥トセラレタモノ（日民130）ガ、弦二明確ナル規定ヲ
以テ補足セラレタコトニナノレ課デアノレ。
一八期 間
　期問二關スノン満洲國民法ノ規定モ亦タ、H本民法ノ其レト殆
ント礎リノ・ナイ。尤モL年齢ノ計算二付テノ・出生ノ日ヲ算入ス「
ノレ旨ノ規定ヲ掲ゲタコトノ・眼ヲ惹クトコ・デア・ウ（満民150）。
日本二於テノ・特別法ヲ以テ、L年齢ノ・出生ノ目ヨリ之ヲ起算スr
ル旨ヲ定メタコトガ、之二比較セラノレ可キコトデア・ウ（明治三
＋五年法律五＋揃三齢計算二關スル法御，　而シテコノ日本法二於テノ・
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L起算スrト日ヘノレニ封シテ、満洲國民法ガL算入スrト日ヘ
ノンコトノ＼其前提規定（満民149。日民140）トノ關係上、民法
用語トシテ統一的ナモノト感ぜラレノレコトデアロク。
L期間ヲ定ムノレニ週、月叉ノ・年ヲ以テシタノレトキノ・、暦二從ヒ
テ之ヲ算スrトノ・、日満爾民法二見ノレ規定デアルガ（日民143
1満民1521）、其中L週ヲ以テシタノレトキrノ・、假令、暦二從
フトモ礎化ハナイデア・ウ。暦二依レバ、月ニノ・二十八日、二
十九日、三十日、三十一日ノ四種アリ、年ニハ三百六十五日ノ
卒年ト、三百六十六日ノ閏年トアノレモ、週ノ・如何ナノン暦二從フ
モ七日問ヲ以テー軍位トスノレカラ、上ノ規定ガ、期問ヲ定ムノン
ニ週ヲ以テシタノレトキノ・暦二從ヒテ之ヲ算スト云フコトノ㍉昇寺
來二於テ暦晶礎革ヲ來ス様ナコトノアノレ揚合ノ外ノ・、無意義ナ
ノソ立法二終ノレモノデアロウc
一九　清滅時敷ト取得時敷
時敷制度晶付テノ・満洲國民法ハ日本民法二比シテ異色ノアノレ
コトガ眼二附ク。先ヅ取得時数ノ制度ガ削除サレテ居ノレコトガ
其一デアノレ。日本民法ガ取得時穀ト消滅時敷トヲ統一シテ其ノ
爾者二通ズノレ総則ノ規定ヲ設ケテアノレコトノ・、世界的二出色ノ
モノデアノレ。時敷ト云フモノノ・消滅時致丈ケノモノ・如ク考ヘ
タソ、叉ノ・清滅時敷ヲ本則トスルモノ・如ク考ヘルコトノ・、西
洋諸國ノ思想デアノレ。満洲國民法ガ日本主義二微ハズシテ、西
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洋主義二漱フ様ナ立法ヲスノレコトノ・、東亜ノ新秩序二關スル認
識不足ノ行動トモ見ラレ得ノレ。
満洲國民法ノ・日本民法ノ取得時敷二關スノレ規定二相當スルモ
ノヲ、所有権ノ取得二關スノレ規定トシテ、物権編中二掲ゲタ
（満民224一）コトノ・、狗逸民法系ノ形式（猫民900一瑞民
661一）二接近シタノレヤノ威ヲ禁ジ得ナイモノガアノン。惟フニ
権利ヲ有セザノレ者ト錐モ長期二亙ッテ権利ヲ行使スノレトキノ・、
其権利ガ所有権ナノレト否トニ拘ノ・ラズ、其権利ヲ彼レニ取得セ
シムノレコトノ・、無用ノ奮秩序ヨリ脱脚シテ、有用ナノレ新秩序ヲ
保護ス可キモノデア・ウ。鼓二日本民法ガ、汎ク各種ノ財産椹
二付プ、取得時敷ヲ認メタノン理由ガ窺ノ・レノレ。満洲國民法ガ此
日本主義ヲ探用スノレコト能ノ・ザリシ、特殊ノ事情二基イテ立法
シタモノトモ思ハレナイ。何時迄モ濁逸民法二依存スル様ナ考
へ方ノ＼排斥シタイモノデアノン。殊二東亜ノ法律ブロツク結成
ヲ妨グノン様ナ立法ハ努メテ避ク可キコトデアノン。日本法ガ満洲
國ノ進展ノ爲メニ堪へ難イ程二不適正ナモノデアノレナラノヘ吾
々ハ敢テ之ヲ満洲國二押シ付ケノγコトモ出來ナイガ、格別二不
適正ナモノデモナク、而モ数十年ノ實施ノ試練ヲ積ンデ居ノレ日
本法ヲ無親シテ、殊更ラニ西洋法ノ形式ヲ模倣スノレ様ナ規定ヲ
設ケタコトハ、日満問ノ法律生活ノ共通性ヲ害シ、其間二相剋
摩擦ヲサヘ誘致スル様ナ結果トモナ・ウ。
椹利ノ上二眠ノレ者ハ権利ヲ失フト云フ法諺ノ＼消滅時敷ノ根
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本思想デアノレノミナラズ、取得時数ノ根本思想トモナノンモノデ
アノレ。即チ権利ノ上二眠ノン者ノ・、他人二其権利ノ取得時致ヲ完
成セシムル機會ヲ與ヘノレモノデア・ウ。而シテ取得時数ノ完成
シタノレ反面二於テノ・、從前ノ権利者ノ・椹利ヲ失フコトニナノレ。
故二取得時致二於テモ、権利ノ上二眠ノレ者ハ其権利ヲ失フ、ト云
フ法諺ヲ根本思想トスノンコトニ攣ジノ・ナイ。斯クプ消滅時敷ニ
モ取得時数ニモ、共通ナノン思想上ノ根擦アノレコトガ了解セラレ
ノンコトニナノレ。故二取得時数ト消滅時敷トノ・之ヲ統一シテ、共
共逓的原則ヲ民法絡則中二掲グノレ日本主義ハ、容易二之ヲ礎革
シ得可キモノデノ・ナイ。而シテ権利ノ上二眠レノレ者ガ眼ヲ畳マ
ス様ナ事態ガ生ズレバ、是迄ノ時敷期問ノ進行ヲ無致トシテ、
更二新タニ時敷ノ進行ヲ始メ、即チ時敷ノ中噺トナソ、マタ時
敷完成ノ近時二特異ノ事情アノントキノ㌦時敷ノ完成ヲ停止ス可
キモノデアロウ。是等ノコトノ・取得時敷ト消滅時敷トニ共泄的
ノ観念デアノγ。然ノソニ満洲國民法ハ時数ノ中蜥停止等ハ消滅時
数ニノミ之ヲ認メタ（満民159一．169一．）。而シテ消滅時致ノ中断
及停止二關スノレ規定へ取得時敷二之ヲ準用スノンモトシタ（満民
228皿）。消滅時数ノ中噺及ビ停止二關スノレ規定ナノレモノノ・、消
滅時数ノ総規定ノ三分ノニヲ占ムノン多量ノモノニ當ノレ。コレ程
ノ大量ノ規定ヲ準用スノレ位ナラバ、取得時致ト消滅時敷トヲ分
離シタノレコトノ・無意味デアリ、寧ロ爾者ヲ統一シプ爾者二通ズ
ノレ総則規定ヲ設クノン日本民法ノ方ガ、遙カニ學理的デアリ、實
皿 満　　洲　　國　　民　　法　　謝三　論
用的デモアツタ・ウ。マタ満洲國民法ノ所有椹ノ取得時致ノ規
定ノ・、所有椹以外ノ財産権ノ取得二準用セラレノレ（満民221））。
此黙二於テモ時敷制度ハ各種ノ財産椹二及プ可キモノトシ』テ、
民法総則中二包容ス可キ理由ガアノレモノト思ハレノレ。満洲國民
法ノ・何故二是等ノ優レタノン日本民法ノ主義原則晶從ノ・ザリシモ
ノカ不可解デア．ノレ。盲目的二濁逸民法ナドヲ模倣シタノレ至ノト
ノ、思ヒタクナイ○
二〇　消滅時致ノ敷力
満洲國民法二依レバ椹利ノ消滅時敷完成シタノントキノ・、其ノ
椹利ノ消滅二因リテ利盆ヲ受クベキ當事者ハ、其ノ椹利ノ消滅
ヲ主張スノレコトヲ得ノレモノトシタ（満民173）。此規定ハ日本民
法ガ時敷ノ援用制度ヲ設ケタノニ封比スノンコトガ出來ノレ（日民
145）。　日本民法二於テノ・消滅時敷ノ・権1利ヲ確定的二消滅セシム
ノンモノナノンカ、叉ノ・援用アノンコトヲ條件トシプ消滅セシムノレモ
ノナノレカニ付テ、學術上ノ論議ヲ見ノγトコ・デアノレ。満洲國民
法ハ此ノ論議ヲ封ズノレ爲メニカ、消滅時致ノ・受盆者二権利ノ消
滅ヲ主張スノレ抗辮権（満民409）ヲ認ムノレモノトシタノデアノソ
（満民173）。コレノ・濁逸民法ノ給付拒絶権二相當スノレモノデア
・ウ（濁民222）。自分ノ・日本民法ノ時敷援用制度二封シテハ、
其ノ當否二付テ多年疑義ヲ懐クキノデアノレ。蓋シ時敷援用制度
ノ下ニアリテハ、法律二精通スノレ者ガ時致制度ノ利盆ヲ受ケ、
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法律二通ゼザノレ者ガ其利盆ヲ受クノレ機會ヲ逸スルコトガ多イカ
ラデァノレ。コノ不公雫ナノレ結果ハ満洲國民法ノ所謂権利消滅主
張ト濁逸民法ノ斯謂給付拒絶椹ノ制度二於テモ、杢ク之ヲ同避
スノンコトノ・不可能デアロウト思フ。寧ロ日満濁法ノ三者ノ間ニ
ノ・差シテ運用上ノ相違ノ・無イモノカト、思フ。自分ノ・口本民法ノ
援用制度ヲ以テ決シテ公正ノモノトノ・思考シナイガ、日本法二
比シテ格別二進歩的ノモノデモ無イ限リノ・、日本法二封シテ殊
更ラニ異色ヲ示ス様ナ規定、就中西洋法ヲ模倣スノレ様ナ規定ナ
ドヲ設クノレコトハ、満洲國立法上ノー大禁物デアッタト思フ。
満洲國民法二依レバ取得時致ノ敷力ノ＼其ノ起算ロニ遡ノレ
（満民愛81）トシタノレニ拘ハラズ、其ノ消滅時敷ノ数力二付
テハ此種ノ規定ガ無イ。故二其致力登生期二付テ疑ヲ生ズノンコ
トニナ・ウ。惟7二受盆者ノ・消滅時敷ノ完成期二於テ、権利ノ
消滅シタルコトヲ主張シ得ルモノト解ス可キデア・ウカラ（満
民葺3＞、日本民法ノ如クニ起算日遡及主義ヲ探ラズシテ、完成
期主義ヲ探リタノレモノト云フコトガ出來ノレ。從テ元本債権ノ清
滅時数ガ完成スノレ迄ノ・、利息ヲ生ズノレト云フ奇観ヲ呈スルコト
ニモナノレ。ソコデ主タル権利ノ消滅時敷ガ完成シタノレトキハ、
共ノ致力・・之二從タノレ権利二及ブト云フ規定（満民174）ヲ設
クノンコトニモナツタモノデア・ウ。其結果ノ・日本民法ノL時数
ノ敷力ノ・其起算日二遡ノレrト云フー箇條（日民144）ト同様ナ
コト・ナ・ウ。日本式ノー箇條デ濟ムモノヲ、満洲國民法デハ
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三箇條（173．174．228）ヲ費シテ居ノン様ナ戚ガスノレ。何ト迂遠ナ
ノレ規定ヲ設ケテ、徒ラニ日本法二封スノレ異色ヲ示シタモノデア
ロウo
　尤モ日本民法二依レバ時数ヲ援用シ得ノン當事者ノ範開二付テ
?、? 到例學説上ノ異見ガ封立スノレコトニナノレ（日民1届）。満
洲國民法ノ・コノ異見ノ封立ヲ防止スノレ爲メニ、立法的考慮ノ彿
ノ・レタ跡ガ窺ノ・レノン。然シ乍ラ其ノ解繹上ノ疑義ガー掃サレタ
モノトノ・、思ハレナイ。即チ時致二因ノレ権利ノ消滅ヲ主張シ得ノレ
者ノ・、権利ノ消滅二因リテ利盆ヲ受クベキ當事者ナノレコトヲ要
スノレノデアノレガ、其ノ権利ノ消滅二因リテ利盆ヲ受クベキ當事
者トハ如何ナノレ範園ノ者ヲ指スモノカニ付テノ・、依然トシテ疑
義ヲ生ぜザノレヲ得ナイデアロウ（満民173）。例ヘバ保讃人、物
上保謹人、憺保物ノ第三取得者、詐害行爲ノ受盆者及轄得者、等
ノ・、主債権ノ時敷消滅ヲ主張シ得ノン當事者ナノレカ否力疑ナキヲ
得ナイデア・ウ。マタ例ヘノ寧同一ノ債務者二封スノレ債権者ノ多
歎アノン揚合二於テ、其ノー債権者ノ債権ガ消滅時数二罹リタノγ
トキヘ共ノ他ノ債権者ガ其時敷消滅ヲ主張シ得ノンモノナノンカ
否カノ疑ヲ生ズノレデア・ウ。蓋シ是等ノ者ノ・債椹消滅二因リテ
其債務カラ免脱セラノレ・當該債務者ノ如クニ、消滅時数ノ直接
ノ受盆者ト見ノレコトハ困難ナノレモ、幾間接ニノ・該債椹ノ消滅二
因リテ利盆ヲ受ク可キ當事者ナノレコトノ・疑ガナイカラデアノレ。
故二時致消滅ノ主張樺者ノ・直接ノ受盆者二限ノレ可キヤ、問接ノ
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受盆者ニテモ可ナノレヤ、受盆ノ問接ナノンコトニ封シテハ其程度
二制限ヲ附スノソノ必要ナキヤ、等々ノ疑義ヲ生ズノレモノデアノン。
斯クテ円本民法二於テハ消滅時致ノ援用権者ノ範園二付テ疑義
ヲ生ズノレト同様二、浦洲國民法二於テノ・時致消滅ノ主張椹者ノ
範園二付テ疑義ヲ生ズルコト・ナ・ウ。而シテ日本民法ガL消
滅時敷援用rト云ヘノンニ封シ、満洲國民法ガL時敷消滅ノ主張r
ト唱ヘテ見タトコ・デ、内容的ニノ・果シテ幾何ノ相違モアノレマ
’イo
二一　消滅時敷ノ期間其他
満洲國民法二於ケノレ消滅時数ノ期問・・、日本民法ノ共レニ比
較スレバ、概シテ長期ナルコトガ看取サレノソ。例ヘバ日本民法
二依レバ普通債椛ノ・十年間、一般財産権ハニ十年間ノ消滅時数
二罹ルモノ（日民167）ヲ、満洲國民法二於テノ・普通債椹ノ・二
十年間、一般財産権ノ・三十年問ノ消滅時敷二罹ノレノデアノγ（満
民15め。マタ讐師、助産士、看護人及藥剤師ノ治療・勤勢及調剤
二關スル債椛、請負人叉ハ技師其他工事ノ設計若ノ・監督二從事
スノレ者ノ工事二關スル債権、律師。辮理士及公讃人二封シ其ノ
職務二關シ交付シタノレ書類ノ返還ヲ求ムノレ債権、律師・辮理士
及公離人ノ職務二關スノレ債権、生産者及商人ガ責却シタノレ産物
及商品ノ代金債椹、手工業者及製造人ノ仕事二關スノレ債権、學
生及習業者ノ致育・衣食及止宿二關スル校主・塾主及教師ノ債権
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等ノ消滅時敷期間ノ・何レモ五年問トサレテ居ノンガ（満民155）、
日本民法・・三年問又ノ・二年間ノモノデアノン（日民170一）。マタ
族店・飲食店・貸席及誤樂揚ノ宿泊料、飲食料、席料、入場料及
消費物ノ代債拉二立替金ノ債椹、衣服・寝具及葬具共ノ他ノ動
産ノ賃貸料債権、一月以内ノ期問ヲ以テ定ムノレ雇人ノ給料債椹、
勢務者及藝人ノ賃金拉二其ノ供給シタノレ物ノ代金債権、等ノ消
滅時数期問ノ・何レモニ年トアノンが（満民156）、日本民法二依レ
バー年問ノモノデアノレ（日民1殺）。
確定判決二因り確定シタノレ債椹ハ短期ノ消滅時数ヲ定ムノンモ
ノト錐モ、二十年問之ヲ行ノ・ザルニ因リテ、其消滅時敷ガ完成
スノレモノトシ、破産手績二依リテ確定シタノレ債権拉二裁到上ノ
和解・調停及公正讃書二基ク債権二付テモ同一トナノン（満民157
1）。此種規定ノ・從來ノ日本民法ニモ敏ケテ居ッタ爲メ、其制定
ノ・多年日本法曹界ノ定論トナッテ居タモノデアノレガ、昭和十三
年ノ日本民法改正二依リテ略同様ノ規定ガ設ケラレタモノデァ
リ、浦洲國民法ノ・日本民法二一年先ンジテ制定施行セラレタモ
ノデアノレ。尤モ日本デノ・期問ヲ十年トスル（日民葺4／2皿）。惟
フニ中噺シタノレ時数ノ・、其中断ノ事由ノ終了シタノン時ヨリ、更
二共進行ヲ始ムノレモノニシテ、裁判上ノ請求二依リテ中断シタ
ノレ時致モ裁判ノ確定シタノレ時ヨリ、更二其進行ヲ始ムノレモノデ
アノレカラ（日民157．満民168）、其ノ後短期間内二重ネテ時敷中断
ノ手績ヲ探ラナケレバナラヌコト・ナノレコトガ往々アノン。斯ク
二一潰滅時敷ノ期問其他 47
ノ如キコトハ徒ラニ法律手績ヲ煩項ナラシムノレモノデアッテ、
肚會的ニノ・實盆ノナイコトデアノレ。而シテー旦或権利ガ確定到
決二依リテ確定シタノレ以上ノ・、其権利ノ・登生原因ヨ妨蜀立シタ
ノレ無因性ノ権利トシテ観察スノレコトガ、肚會ノ實歌二即スノレモ
ノト云ノ・ナケレ・“ナノレマイ。佃テ確定判決二依リテ確定シタノソ
椹利二付テハ、短期時致ノ定アノレモノト錐モ、普通ノ時敷期問
（満民1駐1．日民1671）二依ラシムノンコトガ相當デア・ウ。
尤モ満洲國民法ノ・利息、扶養料、給料、賃貸料、其ノ他一年以
内ノ期問ヲ以テ定ムノレ定期給付ノ債椹ニシテ、未ダ其ノ給付ノ
時期到來セザノレモノニ付テハ、其ノ消滅時数期問ヲ普漣債権ノ
如クニ延長セズシテ（満民157豆）．其固有ノ時敷期問タノレ五年
ノ消滅時敷二罹ラシムノレモノトスノレ（満民155ユ）。日本民法デ
ノ・斯カノレ定期給付ノ債権タノレト其ノ他ノ債灌タノレトヲ匠別セズ
シテ、総テノ債椹晶付テ確定ノ當時末ダ辮濟期ノ到來セザノレ限
リノ・、時敷期問ヲ延長セザノレコトニシタ（日民葺4／2皿）。蓋シ
1辮濟期前ノ・消滅時敷モ進行シナイモノデアノレノニ、辮濟期前カ
ラ債権ヲ確定シテ置クガ如キコトノ・、債樺ノ實行二急進シテ居
ノγモノデァノレヵラ斯クノ如キ揚合ニノ・時敷期問ヲ延長スノンノ必
要ナシト’見タヵラデアノン。満洲國民法ガー年以内ノ期間ヲ以テ
定ムズ定期給付ノ債椹二限定シタノレ根擦ノ・明カデナイ。満洲國
民法ニモ定期給付以外ノ債権逼シテ五年力二年ノ短期消滅時敷
二罹ノレ可キ債椹ガ澤山ニアノレ（満民155一）。是等ノ債椹モ其　
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濟期前カラ確定手績ヲ探レノレ揚合ニノ・、共ノ固有ノ消滅時敷期
間タノγ五年力二年ニシテ、消滅セシメテ然ノレベキモノト，思フガ、
満洲國民法デノ・之ヲニ十年ノ延長時数二罹ラシメノレノデアノン。
故二短期定期給付債椹ト其ノ他ノ債権トノ問ニノ・、甚ダシキ不
均衡ヲ見ノソ嫌ガアノγ。此黙ノ・一年後二制定セラレタ爲メカ日本
法ノ形式ガ遙カニ優秀デアノレト、田1ノ・レノレc
惟フニ日本民法ノ時致期間ハ比較法的考察二依レバ、概シテ
短期二過グノレ嫌モアノレ。時致ノ観念二通ぜザノレ民人ノ爲メニハ
相當長期ノ時致制度ヲ以テ修養ヲ積マシムノンコトモ適當デァ・
ウ。然レドモ日満問ノ法律生活ヲ共通法的方向二指導シ、東亜ノ
新秩序完成二協力センガ爲メニノ・、甚ダシイ支障ノ無イ限リノ・、
日本法ノ主義原則ヲ礎更スルコトナシニ縫受ス可キモノデアツ
タト思フ。満人ニシテ時数思想二幼稚ナラバ、之二注意ヲ促シ
致養ヲ加ヘテ指導スノレ方策ノ・幾ラモア・ウ。而シテ其方策ノ・差
シテ難事業デモナイ。日本人ニノ・是レ位ノコトノ・幾度力経験濟
ノコトデアノレ。自分ノ・日満爾國ガ時敷期間ヲ異ニスノレ結果トシ
テ、其ノ相互間ノ法律生活二相剋摩擦ヲ來サシムノンノ危瞼ヲ惧
ノソ・モノデアノン。満洲國民法ガ、一般法律行爲取消権及ゼ詐害
行爲取消樺等ノ除斥期間ノ・、日本民法ノ其レニ比較シテ著シク
短縮シタノソニモ拘ノ・ラズ（満民14（1．394皿．日民12（」．426）、消滅
時数ノ期問ハ反封二之ヲ著シク延長シタルコトノ・、rl本法トノ
封照上如何ニモ異様二感ぜラレノソトコ・デアノレ。日満間ノ法律
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生活ヲ共通法的方向二登達セシムノン爲メニノ・、大ナノレ障害トモ
ナノレo
　満洲國民法二依レノヘ不作爲ヲ目的トスノレ債権ノ浦滅時歎ノ・
違反行爲ヲ爲シタノγ時ヨリ進行スノレモノト定メ（満民158皿）、
裁判上ノ請求ノ・訴ノ却下叉ノ・取下ノ場合二於プハ、時数中断ノ
数力ヲ生ぜザノレモノナノンガ、コノ揚合二於テハ六月以内二裁判
上ノ請求、破産手績滲加、差押、假差押、叉ハ假庭分ヲ爲シタ
ノレトキノ・、時致ノ・最初ノ訴ノ提起二因リテ中噺シタノレモノト看
倣スコトヲ定メ（満民161皿）タノレコトハ、日本民法二明カナ
ラザノレトコ・ヲ明カニシタモノデアノγ。是モ日本ノ判例學説ノ
登達ガ實ヲ結ンデ、コノ満洲國民法ヲ育成シタモノト見ノソコト
ガ出來ヨウ。
　マタ満洲國民法ノ・夫ガ妻二封シ又ノ・妻ガ夫二封シテ有スノレ椹
利二付テノ・、婚姻解消ソ時ヨリ六月以内ハ消滅時致ガ完成セザ
ノレモノトシタ（満民茸0皿）。此規定ハ日本法ノ牛面的ナノソ（日
民飾9皿）ヲ補足シ、夫婦道徳ノ公雫化ヲ企テタモノト見ノソコ
トガ出來ル6即チ日本法二於テハ妻ガ夫二封シテ有スノレ権利二
付テノミ時数停止ヲ認メタノγモ、満洲國法二於テノ・夫ガ妻二封
シテ有スノレ権利ト、妻ガ夫二封シテ有スノン権利トハ、雫等二時敷
ノ停止ヲ受ケノソモノトシタノデアノソ。既述ノ如ク満洲國民法ハ
妻ノ無能力制度ヲ探用セズ、今マタ夫妻問ノ権利二付キ時数停
止制度ノ雫等化ヲ定メタノレコトノ・、近代的ノ夫妻平等思想ヲ基
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調トシタモノ・様ニモ思ハレノレ。机上ノ評論トシテノ・進歩的ノ
モノトモ云ヒタイノデアノレ。然シ乍ラ満洲國ノー般肚會ガ其レ
程マデニ進歩的ノモノトモ思ノ・レナイ。進歩セザノめ吐會二進歩
的ノ法律ヲ制定スノレトキハ、往々ニシテ肚會二消化セラレザノン
法律トシテ　　行キ過ギノ法律トシテー有害無盆ナ法律トシ
テ終ノレ様ナコトモ、法律史上ニノ・澤山ノ事例モアノレ。建國日荷
淺イ満洲二於テノ・各方面ノ杜會不安ガ可ナリニ多イ。祉會不安
ノ多イトコロデノ・婦人ヲシテ家庭二親マシムノレコトガ必要デァ
・ウ。婦人ヲシテ家庭二親マシムノソ爲メニノ・、男女李等ノ、思想
ノ・有害トナノレカモ知レヌ。男女雫等一夫妻準等ノ思想ヲ満洲
國ノ指導精紳トスノレコトガ、果シテ適正ナリヤ否ヤ、其レガ日
本ノ肚會二如何ナノレ影響ヲ及ボスコト、ナノγヤ、等々ノ問題ハ
澤山アノレガ、是等ノ・総テ他日制定サノレ可キ満洲國民法親族編ノ
評論ノ爲メニ留保シテ置ク。
